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はじめに

　P4E＝ Philosophy for Everyone（哲学をすべての人に）というのは、P4C＝
Philosophy for Childrenにちなんでつけられた名称である。P4Cはもともと教育の
一種であるが、体験した人なら、おそらく誰もが「これは子どもだけのものでは
ない！」と直感するだろう。だから 2012年に UTCPではじめて行ったワークシ
ョップのタイトルはおのずと Philosophy for Everyoneとなり、それがそのままプロ
ジェクト名になった。以来いろんな活動をしてきた。UTCPでは、普通ならあま
り取り上げられないテーマで対話イベントを行い、また小中高の学校で要請があ
ればどこへでも行った。マンションや地域のコミュニティの活動にも協力した。
東京のみならず、北海道から九州まで行った。そのあいだに、いろんな人たちと
のつながりができた。それは子どもから大人まで、いろんな世代、職業、地方の
人、つまり、文字通り everyoneであった。その間、自分でも、ただ楽しいという
気持ちに押されて、何でも試してみた。だからそれは Philosophy for Everything（何
でもありの哲学）でもあった。
　そうしてできたいろんな人との豊かなつながりを、そろそろ一つにまとめてい
い時期に来たと感じた。そこで、この 3年間に UTCPのイベントに関わった人
たち、あるいは哲学対話を通して私と知り合い、一緒に仕事をしてくださった人
たちに原稿を依頼し、UTCPのブックレットとして出すことにした。P4E（P4C）
の活動全体に言えることだが、執筆者は研究者や学生以外に、社会のいろんなと
ころで活躍する人たちが多い。この本を読む人は、哲学の予想を超えた途方もな
い広がりを感じ、そこに自分も加わりたいと思うだろう。そしていつか、お互い
に出会うにちがいない。その日を楽しみにしつつ、この本をみなさんに届けたい。

UTCP　P4Eプロジェクトコーディネーター
梶谷 真司
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